
組合員数・被扶養者数
組合員数（現職）は、29年度末10,689人で前年度より66

人増。任意継続組合員は、29年度末321人で28人減となっ
ています。

区　分 男　性 女　性 合　計
組合員数
（現職） 4,908人 5,781人 10,689人

任意継続
組合員数 173人 148人 321人

被扶養者数

8,293人

210人

健診事業
113,116

健康づくり事業
3,407

一般事業
18,997

人間ドック
（3日・1日）
85,429

脳ドック 12,516
乳がん健診 3,495

若年ドック 9,325

厚生事業
135,520

宿泊施設
利用補助
18,877健康図書配布

2,298 

健康セミナー 519 
ストレス相談 438
メンタルヘルスセミナー 152 

介護講座・ライフプランセミナー 90
災害対策事業資金 30

子宮がん健診 2,351 

●保健事業状況

（単位：千円）

短期経理
組合員とその被扶養者の病気、出産、死亡、その他災害等

に関し短期給付を行う経理です。
組合員の掛金と地方公共団体からの負担金で総額66億

8,967万円の収入があり、これらの給付に要する費用は、33
億8,794万円でした。

●貸付状況
種　類 件　数 金　額

一般貸付け 52 70,900千円
住宅災害貸付け 0 0千円

住宅貸付け 7 35,700千円
教育貸付け 11 22,600千円
医療貸付け 1 1,200千円
結婚貸付け 2 3,000千円
葬祭貸付け 0 0千円

合　計 73 133,400千円

貸付経理
組合員が、住宅の取得や被扶養者の教育等で資金が必要

となったとき貸付けを行う経理です。

保健経理
組合員の健康の保持増進、元気回復等を目的として行う事

業です。これらの事業に要する費用は、組合員の掛金と地方
公共団体の負担金及び人間ドック等の実績に基づく雇用主か
らの負担金により成り立っています。

厚生年金保険経理
被用者のための制度で、報酬に比例した年金を支給するた

めの経理です。
組合員からの保険料と地方公共団体からの負担金、追加費

用負担金等で総額167億3,752万円の収入があり、全額を本
部に送金しました。

経過的長期経理
被用者年金一元化前の共済年金に「職域年金部分の額」が

加算されていたことの経過措置として、平成27年9月までの
組合員期間に基づき、決定及び支給する経理です。

地方公共団体からの負担金で総額2億8,767万円の収入
があり、全額を本部に送金しました。

退職等年金経理
被用者年金一元化後、共済年金の職域年金部分の額に代

わる新たな年金として、地方公務員の退職給付の一部として
設けられたものです。平成27年10月以後の組合員期間に基
づき、決定及び支給する経理です。

組合員の掛金と地方公共団体からの負担金で総額10億
897万円の収入があり、全額を本部に送金しました。

住宅経理
地方公共団体が建設する教職員住宅に対して、共済組合の

資金を投資するための経理です。教職員住宅の固定資産税
等を和歌山県から一旦預かり支払いを行っています。
●教職員住宅総戸数　県と協力／188戸

●施設状況
利用人員 316,078人
収　　入 1,337,995千円
支　　出 1,276,804千円
損　　益 61,191千円

宿泊経理
和歌山宿泊所「アバローム紀の国」を運営するための経理

です。

平成30年6月6日（水）に開催された支部運営審議会では、平成29年度の決算について審議し、承認されました。
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